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多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会の活動報告にあたって 

 

 

                  多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員長 

池田 けい子 

 

 

 市は、１９９５（平成７）年に本庁舎の耐震診断を行い、「１９６９（昭和４４）年８月に建築

されたＢ棟が安全性に疑問がある」との結果が出たのを受け、市民や学識経験者の意見を得なが

ら、対応の検討を行った結果、２０１６（平成２８）年１１月に「多摩市公共施設の見直し方針

と行動プログラム」において本庁舎を建て替える方針としました。 

市議会としては、総務常任委員会において、２０２１（令和３）年６月１４日に２年間のテー

マを「市民が望む庁舎建て替えについて」とし、所管事務調査に位置づけ調査・検討を行い、そ

の成果を市側に参考送付しました。２０２３（令和５）年２月には全員協議会を開催し、市側か

ら多摩市役所本庁舎建替基本構想の案の説明を受け、同月基本構想が策定されました。その後市

側から多摩市役所本庁舎建替基本計画策定方針が示されたことを受け、議会運営委員会において

議会としての検討の体制、進め方等を協議し、特別委員会を設置することとしました。 

令和５年第３回定例会最終日において、議会運営委員会及び総務常任委員会から選出した８名

の委員をもって構成する多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会を設置し、市が策定した基本

構想に掲げる、めざす本庁舎像「市民の暮らしを支え 多摩市の安全を守る 拠点としての 持

続可能な本庁舎」の実現に向けて、２０２５（令和７）年３月までの約１年半にわたり、議論と

検討、協議を重ねてきました。 

またこの間には、基本計画に掲げる新庁舎に求める議会機能について、市側より議会の考えを

求められ、「多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案」（令和６年１月）を決定し市

側に回答しました。２０２４（令和６）年１１月基本計画策定後は、基本計画で謳った議会機能

について現時点で示せる具体的な設計の与条件の「基本設計における議会エリアの与条件」（令和

６年１２月）をまとめ、市側への提案も行うことができました。 

本特別委員会は令和７年第１回定例会最終日をもって任期を終えますが、今後も継続して調

査・研究・提案を行えるよう、これまでの活動を本報告書にまとめるとともに、引き続き新たな

特別委員会を設置することを提案し、次期への申し送りとさせていただきます。 
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１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会について 

（１）設置     ２０２３（令和５）年１０月３日 

（２）設置の目的  多摩市役所本庁舎建替基本計画に関する調査・検討・提案を行うため 

（３）委員数    ８人 ※第９回より６人 

（４）設置の期間  設置の日から令和７年第１回定例会最終日まで 

 

２ 多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３（令和５）年１０月３日～２０２５（令和７）年３月２８日 

委 員 長 池田 けい子 公明党 

副委員長  大くま 真一 日本共産党 

委  員 遠藤 ちひろ あすたま・維新 ～令和６年６月２８日 

委  員 岩永 ひさか 夢まち会議   ～令和６年６月２８日 

委  員 渡辺 しんじ 公明党 

委  員 いぢち 恭子 ネット・社民の会 

委  員 小林 憲一 日本共産党 

委  員 いいじま 文彦 自民党 

   

議  長 三階 道雄 公明党 

4



 

３ 多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会開催状況 

 

 

開 催 日 協 議 事 項 

第１回 
２０２３（令和５）年１０月３日 

議場 
１ 正副委員長の互選 

第２回 
２０２３（令和５）年１１月１０日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

第３回 
２０２３（令和５）年１１月１６日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

勉強会① 
２０２３（令和５）年１１月１６日 
第１委員会室・理事者控室 

１ 視察の実施について 

２ 議会機能の検討項目についての意見出し 

第４回 
２０２３（令和５）年１２月１８日 

第１委員会室 

１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

２ 行政視察について 

勉強会② 
２０２３（令和５）年１２月１８日 

第１委員会室 
１ 基本計画議会エリア記載事項について 

行政視察① 
２０２４（令和６）年１月９日 

立川市役所 
１ 庁舎の建て替えについて 

行政視察② 
２０２４（令和６）年１月１０日 

清瀬市役所、府中市役所 
１ 庁舎の建て替えについて 

勉強会③ 
２０２４（令和６）年１月１５日 

第１委員会室 

１ 議会機能部分の意見整理と基本計画記載

事項の合意点を協議 

２ 庁舎全体計画に関する意見出し 

第５回 
２０２４（令和６）年１月２５日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

勉強会④ 
２０２４（令和６）年１月２５日 

第１委員会室 

１ 基本計画議会機能の案と具体例の整理 

２ 庁舎全体計画に関する意見交換 

第６回 
２０２４（令和６）年１月２９日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

第７回 
２０２４（令和６）年３月７日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

第８回 
２０２４（令和６）年６月２０日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

勉強会⑤ 
２０２４（令和６）年６月２０日 

第１委員会室 

１ 議会エリアの議会案の掲載確認 

２ 今後の進め方について 

第９回 
２０２４（令和６）年７月２５日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

勉強会⑥ 
２０２４（令和６）年７月２５日 

第１委員会室 
１ 基本設計の与条件について 

第 10 回 
２０２４（令和６）年９月１８日 

第１委員会室 
１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

勉強会⑦ 
２０２４（令和６）年１１月１５日 

第１委員会室 

１ 議会エリアの設計の与条件について 

２ 今後の特別委員会について 

第 11 回 
２０２４（令和６）年１２月１７日 

第１委員会室 

１ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

２ 議会機能の設計の与条件について 

３ 今後の特別委員会について 

第 12 回 
２０２５（令和７）年３月２４日 

第１委員会室 

１ 今後の特別委員会について 
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４ 協議経過 

 第 1回 ２０２３（令和５）年１０月３日 

□審査事項 

 １ 正副委員長の互選について 

□主な内容 

  正副委員長の選挙を指名推薦により行い、委員長に池田けい子委員（公明党）、副委員長に 

大くま真一委員（日本共産党）を選出した。 

 

第２回 ２０２３（令和５）年１１月１０日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

 市側から基本計画策定に向けたスケジュールや検討事項等について、以下の説明を受けた。 

その後、１月末までの委員会の取り組み内容やスケジュールの案を確認した。 

・議会機能に関して、議会としての考え方を令和６年１月末までにとりまとめていただきた

い。それを含めた基本計画全体の骨子案を２月を目安に検討・策定し、議会と協議を行っ

ていきたい。 

・議会機能に関する検討にあたってのポイント例を提示。（参考として最近庁舎の建替えをし

た自治体の事例、及び基本計画のうち議会機能の部分を抜粋した資料も含む） 

 ＜ポイント例＞ 

  全体事項………議会の独立性などに必要な環境やしつらえ 

                 市の動きが見え、連携しやすい位置 

          市民に開かれた充実した議会活動に必要なスペースと機能 

災害時の議会の動きや多目的利用の想定 

ＤＸやＩＣＴ機器、セキュリティ、ユニバーサルデザインについて  

  議場機能………議場レイアウト 

  議会諸室機能…会派別議員控室の在り方（使い方）とそのしつらえ 

         議会諸室の機能的な配置について 

         議会図書室の在り方について 

 

第３回 ２０２３（令和５）年１１月１６日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

  前回の市側の説明に対する質疑を行い、次に市から依頼されている基本計画における議会

エリア部分の作成について、具体的な進め方等を確認した。 

〇質疑・意見 

  ・骨子案と基本計画はそれぞれどの程度の完成度をイメージしているのか。 

・策定イメージの違いがよくわからない。 

・特別委員会が議会機能以外にも関わるとなると、行政内部で議論がどのように行われて
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いるのか共有していきたい。 

・施設の概要や経済的な問題等で大きな変動が起こるようなものは、骨子案作成前の段階

で特別委員会でまとめていく必要がある。 

〇今後の委員会の進め方 

 ・市側から示された検討事項を項目ごとに意見出しを行う。 

  ・１月に先進地視察を行い、意見や項目を整理し、基本計画の下地となるようまとめてい

く。 

 

勉強会① ２０２３（令和５）年１１月１６日 

□審査事項 

 １ 視察の実施について 

２ 議会機能の検討項目についての意見出し 

□１の主な内容 

  １月に先進地視察として、立地が郊外型で多摩市と類似している、立川市・府中市・清瀬

市へ視察することを確認した。 

□２の主な内容 

   事前に各会派から提出された意見をブレインストーミング（ＫＪ法）による意見出しとそ

の整理を行った。 

 

第４回 ２０２３（令和５）年１２月１８日 

□審査事項 

  １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

２ 行政視察について 

□主な内容 

  市側から議会機能に加えて、基本計画全体の検討状況について報告を受け、質疑を行った。 

その後、今後の委員会の進め方について協議し、議会エリアについて出された意見を基本

構想における整備に向けた考え方に合わせて整理した資料をもとに、分類や意見出し等の作

業を行うことを確認した。１月には先進市視察として、９日に立川市、10 日に清瀬市・府中

市を視察することを決定した。２月以降については、全体骨子案やその後の基本計画案に向

けて、委員会としても情報提供を受け、議論し意見を出していくことを確認した。 

〇質疑・意見 

  ①全体事項 

・駅近機能として、唐木田駅にも出張所を設ける予定はあるのか。 

・多摩センター出張所が賃貸であることについて。 

・防災指令拠点としての本庁舎機能について。 

   ・デジタルデバイド対応について。 

   ・職員が働きやすい環境、例えば飲食ができる場の確保について。 

   ・環境面についてはコストをかけてでもやるべきことではないか。 

   ・ヒアリングの実施において若者からどういう意見を求めているのか。 

   ・本庁舎へ来庁する際のアクセスの記載がない。 
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  ②議会エリア 

   ・議会スペースはどの程度を想定しているのか、スペースの算定方法は。 

   ・議会図書室と行政資料室の一体化についてどう考えるか。 

   

勉強会② ２０２３（令和５）年１２月１８日 

□審査事項 

 １ 基本計画議会エリア記載事項について 

□主な内容 

  前回出された意見を基本構想にある整備に向けた考え方に併せて整理した資料の構成につ

いて協議した。※別紙１「基本構想における整備に向けた考え方に沿った整理」参照 

  協議の中で、項目として議場なら議場という項目を頭出しして議場のことは全てそこに書

くという形に整理すること、また項目内の内容も矛盾するもの、重複しているものがあるた

め、視察実施後に整理するための意見を出していくことを確認した。 

 

行政視察①：立川市役所 ２０２４（令和６）年１月９日 

行政視察②：清瀬市役所・府中市役所 ２０２４（令和６）年１月１０日 

□審査事項 

 １ 庁舎の建て替えについて 

□視察参加者 

 特別委員８名、議長、行政職員４名、事務局職員４名 計１７名 

□主な内容 

  庁舎全体及び議会エリアのつくり・規模等を視察。また、庁舎全体の中での議会エリアの

位置づけ等、こだわった点等について質疑を行った。※別紙２「行政視察報告書」参照 

 

勉強会③ ２０２４（令和６）年１月１５日 

□審査事項 

 １ 議会機能部分の意見整理と基本計画記載事項の合意点を協議 

 ２ 庁舎全体計画に関する意見出し 

□主な内容 

   ３市の視察をふまえ、議場や議会諸室の仕様や動線、またセキュリティ対策やユニバーサ

ルデザイン、災害時の利用や多目的利用について提出した意見に加えて、基本計画に盛り込

むべき項目・内容があるか、変更すべきことがあるかを中心に、基本構想に記載された考え

をもとに項目立てをし、合意できる点を改めて整理した。当日は、委員以外の議員にも出席

してもらい、提出された意見の詳細の説明を受け、参考とした。 

 

第５回 ２０２４（令和６）年１月２５日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

市側より、プロジェクトチームで検討している「多摩市がめざすワークスタイル（働き
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方・仕事の仕方）～ＰＴ中間まとめ～抜粋版」の中間報告、障がい者と若者へのヒアリング

の状況等、基本計画の骨子案の取りまとめに向けた検討状況の報告を受け、質疑を行った。 

〇質疑・意見 

 ・人口減少に伴う職員数の考え方について。 

 ・変革イコールＤＸということではないと思うがどうか。 

 ・テーマ「ＤＸと新庁舎で理想のワークシーンを実現できる？」では、どのような意見が

出たのか。 

・庁舎の建替えとの関連性が全く見えない、整理して委員会に提出してほしい。 

 

勉強会④ ２０２４（令和６）年１月２５日 

□審査事項 

 １ 基本計画議会機能の案と具体例の整理 

２ 庁舎全体計画に関する意見交換 

□主な内容 

 １月１５日の勉強会で合意した議会エリアの計画に記載する事項について、たたき台とし

て整理した。このたたき台の作成にあたっては、各会派で意見出しができるよう、１人会派

を含め事前に送付し意見集約をした。各項目の下部にはポイントの欄を設け、計画案を実現

するために具体的に検討してほしい内容を記載した。このたたき台をもとに文言や項目の変

更等を協議し、概ね概要を固めた。 

 

第６回 ２０２４（令和６）年１月２９日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

 基本計画議会エリアの議会案の最終確認を行った後、委員間で改めて確認し決定した。 

   ※別紙３「多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案」を１月３１日に市へ参

考送付した。 

 

第７回 ２０２４（令和６）年３月７日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

 市側よりプロジェクトチームの最終報告、基本計画骨子案の概要の説明を受け、質疑を行

った。 

〇質疑・意見 

 ・セキュリティについて 

 ・屋上の利用について 

 ・今回見送ることとなったＰＦＩ手法の総合評価について 

 ・本庁機能、駅近機能、地域機能という３つの機能の役割分担について 

 ・防災指令拠点機能について 
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 ・近隣住宅への配慮について 

 ・骨子案の定義の確認と事業費について 

 ・多摩産材などの木材の有効活用について 

 ・現在行っているフリーアドレスの運用状況について 

 

第８回 ２０２４（令和６）年６月２０日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

 基本計画骨子案に新庁舎の規模・配置・事業手法等の内容を合わせた、基本計画素案の説

明を受け、質疑を行った。 

（１）想定していた建設費の見込みが物価の高騰等で 123 億円から 174 億円になったことによ

る、今後への懸念について 

  ・事業費を抑えるためのＣＭ（コンストラクション・マネジメント）の費用は、約３億

5,000 万円を見込んでいる。今後入っていく基本設計の設計業務についての発注者支援、

その後実施設計と工事の発注者支援を検討している。 

  ・選定方式はプロポーザルを検討している。 

（２）事業手法の基本設計先行型デザインビルド方式の利点について 

  ・設計・施工を一括で発注することにより、それぞれが持っているノウハウが生かされ、

工期の短縮となる。 

  ・庁舎の引っ越し・移転をするための運営計画等、詳細は今後検討していく。 

（３）庁舎の配置計画について 

  ・現在１万 8,300 平方メートルという規模で設定。地下の部分から建て始めて地下１階の

フロアから農協前のバス停までバリアフリールートで建物に入れる形を想定。地上５階

建て計６層建ての建物をイメージしている。 

  ・周辺の住宅地や畑、日影や圧迫感に配慮し、今回の配置案を検討している。 

（４）駐車場料金の基本的な考え方について  

 ・主に職員が事務や窓口業務等を行う施設の市民が利用する駐車場は、無料あるいは減免

を基本的な考え方としている。 

 ・今回は本庁舎利用者以外の駐車は考えにくいことから、原則としての無料としている。 

（５）財源の確保見込みについて 

 ・ＺＥＢを入れる際に見込める補助金、あるいは防災対策として非常用電源を入れるとき

に見込める補助金の２種類で計３億円を見込んでいる。その他、様々情報を集めていき

たい。 

（６）総面積１万 8,300 平方メートルの適正について 

  ・20 年後 30 年後、基本的にサービスが大幅に減るわけではない。現在よりも職員数が減る

ことも想定しつつ、必要な面積は確保しての設定。 
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勉強会⑤ ２０２４（令和６）年６月２０日 

□審査事項 

 １ 議会エリアの議会案の掲載確認 

 ２ 今後の進め方について 

□主な内容 

  基本計画素案に委員会が市に提出した基本計画（議会エリア）議会案が掲載されているか

確認をし、掲載されていない事項等で追記してほしい、または掲載されていない理由を確認

したい箇所があるか、会派に持ち帰り確認することとした。委員外議員についても、素案に

対して意見があるか確認することとした。 

  

第９回 ２０２４（令和６）年７月２５日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

 ６月２０日に開催された委員会の質疑・意見もふまえて修正を加えた基本計画素案につい

て、市側より説明を受けた後、質疑を行い確認した。また、市側より敷地の整形化や集約化

を行う絶好の機会であることから、コンサルティング会社等に面的整備の手法によって行う

ことが可能か検討するための事前の課題の整理や調査を依頼する委託料の補正予算を９月議

会に提案することを考えているとの報告があった。 

〇質疑 

 ・建設費が総額 174 億円になったことについて 

 ・土地の高低差について 

 ・現在の出張所の今後について 

 ・事業手法の基本設計先行型デザインビルド方式について 

 ・駅近機能の実現イメージの協働スペースについて 

 ・総面積における職員の配置のバランスについて 

 

勉強会⑥ ２０２４（令和６）年７月２５日 

□審査事項 

 １ 基本設計の与条件について 

□主な内容 

今後の進め方について、基本計画策定後も本特別委員会で少なくとも議会エリアの設計の

与条件について、議会としての案を示したほうがよいということを確認。基本計画策定後の 

１１月に勉強会を開催し、具体的な条件を検討していくことも確認した。 

 

第１０回 ２０２４（令和６）年９月１８日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

□主な内容 

・７月２５日の本委員会における意見交換やその後行われたパブリックコメントの結果もふ
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まえて修正を加えた基本計画原案について、市側より説明を受けた後、質疑を行い最終確

認をした。 

・基本計画原案作成にあたっては、パブリックコメントの実施期間中の８月２５日から３１

日に３駅周辺にて市民フォーラムの開催を３回計画し、台風の影響により中止となった第

３回を除き、合計５０名の参加があったこと、有識者から第１回は環境建築について、第

２回はＤＸについて講演していただき、意見交換を行ったこと、さらに市民から寄せられ

たアンケートの結果の報告、併せてパブリックコメントに対する市の考え方についての報

告があり、それらを受けて６つの意見に対して基本計画に４か所の追記をしたとの説明が

あった。 

・本委員会は基本計画についての協議を終了し、今後、任期の３月までの間、基本計画でう

たった議会機能について、現時点で示せる具体的な設計の与条件を検討していくこととし

た。 

・他の自治体では、特別委員会が市民意見の窓口になっており、さらに基本設計や実施設計

についても協議を行っている例があることから、多摩市においても来年３月の特別委員会

終了後も特別委員会を継続していく必要があることを確認した。 

〇質疑 

  ・建設中のＣＯ₂削減に関連した木造の可能性について 

 

勉強会⑦ ２０２４（令和６）年１１月１５日 

□審査事項 

 １ 議会エリアの設計の与条件について 

２ 今後の特別委員会について 

□１の主な内容 

 基本計画で謳った議会機能について、計画項目ごとに特別委員会の意見とするための整理

を行い、検討案を作成した。当日は、今までの特別委員会で出た意見に議会事務局の意見を

加えた検討案に対し、事前に募った各会派からの意見を出してもらいながら加除修正を行っ

た。また、不要または現時点で決められないことを削除する等、意見交換しながら決めてい

った。 

  〇主な検討事項（具体的に設計の条件にすること） 

   ・議場の形式、議席と議員理事者席の関係、傍聴者の位置、窓やモニターなどの位置・大

きさ 

   ・委員会室の形状・広さ、２室を通しで使うのか、防音を重視するのか 

   ・セキュリティや動線（議員・職員・市民）についての留意事項 

   ・セキュリティエリア内と外に必要な部屋、目的、様式、広さ 

   ・議長室、図書室、給湯室、トイレ、倉庫（書類）、事務室などに関すること 

   ・大きな備品に関すること 

□２の主な内容 

  次期特別委員会の以下の件について協議を行った。一旦会派に持ち返り、次回の特別委員

会で引き続き協議を行うこととした。 
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 （１）特別委員会の所掌範囲 

    「基本設計・実施設計などの報告を受け、意見交換を行うことや請願等の対応、その他

本庁舎建替えに関係すること」が考えられるが、本庁舎周辺の面的整備や出張所等の機

能なども所掌範囲に含めるか。 

（２）特別委員会の名称 

   名称は特別委員会の所掌範囲と関係するため、所掌範囲に付随して決定するか。 

（３）特別委員会の選定方法 

    今回の特別委員会設置と同様の考え方を基本とすることでよいか。 

    （参考）現在の特別委員の選定方法 

     ・議会運営委員会と総務常任委員会の中から選出した委員で構成し、両正副委員長を

委員とする 

     ・５人会派は各２人選出する  

     ・特別委員会の正副委員長は委員会内で決定する 

 

第１１回 ２０２４（令和６）年１２月１７日 

□審査事項 

 １ 多摩市役所本庁舎建替基本計画について 

 ２ 議会機能の設計の与条件について 

３ 今後の特別委員会について 

□主な内容 

・市側から、基本計画が１１月２６日に決定したため、９月１８日の特別委員会からの修正

内容や基本計画概要版の説明、市民フォーラムの実施報告書、今後のスケジュールについ

て報告を受けた。 

・議会機能の設計の与条件について、１１月１５日の勉強会で整理した内容を改めて各会派に対

して確認を経た上で、最終確認し決定した。 

※別紙４「基本設計における議会エリアの与条件」を１２月２５日に市へ参考送付した。 

・今後の特別委員会について、所掌範囲の協議を行った。行う内容としては、市側から基本

設計や実施設計などの報告を受け意見交換を行うことや請願等の対応、その他本庁舎建替

えに関する協議を行う例が多いようだが、多摩市においてはこのことに関連して、本庁舎

周辺の面的整備や出張所等の機能など、本庁舎に関することを特別委員会の対象とするか

協議した。意見交換の結果をふまえ、次期特別委員会の設置の目的、名称について、正副

委員長で案を作成し、次回の特別委員会で確認することとした。 

 また、特別委員会の委員の選定方法については、現在の特別委員会の委員の選定方法であ

る、①「議会運営委員会と総務常任委員会の中から選出した委員で構成し、両正副委員長

を委員とする。」②「５人会派は各２名選出する。」③「特別委員会の正副委員長は、委

員会内で決定する。」という考えを基本とすることで合意した。 

  

第１２回 ２０２５（令和７）年３月２４日） 

□審査事項 

１ 本庁舎建替に向けた検討状況について 
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２ 多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会審査（調査）報告書について 

３ 申し送り事項について 

□１の主な内容 

市側より、昨年１１月の基本計画策定後、次のステップである設計に向けた検討状況とし

て、周辺の面的整備の検討状況について報告を受け、質疑を行った。 

（１）事業手法の比較検討について 

・土地区画整理事業（個人施行：敷地整序型）は、本庁舎の建替えのみならず、防災ま

で含めた面的整備で極めて有効であることから、この手法で進めることを検討してい

る。 

  ・土地区画整理事業（個人施行：敷地整除型）については、権利者全員の合意を得る必

要があるが、権利者はごく少数を想定。全員の同意をとれる範囲で施行区域を設定し

ている。 

  ・現在想定している施行区域内の権利者にはすでに整備方針（案）の説明はしており、

現時点では理解をいただいている。それ以外の施行区域周辺の方々に対しては、まだ

具体的な話はしていない。 

（２）建替事業スケジュール等の影響について 

  ・この土地区画整理事業を入れ込むことによる本庁舎建替スケジュールの遅れは想定し

ていない。 

・市役所周辺の無電柱化を進めることによる予算・工期への影響については、道路下で

なく敷地内空間を利用して電線類を埋設することで、コストも期間もさほどかけずに

できるのではないかと考えている。今後、引き続き検討していきたい。 

 ・現時点では、施行区域の範囲も検討中のため、無電柱化も含めどのような規模がふさ

わしいのか、スピード感とのバランスを考え精査していく。 

（３）都市計画税の活用について 

  ・都市計画税は、区画整理事業の事業計画に位置付けることにより、全てに充てられる

と想定している。 

・都市計画税を充てる予定の土地区画整理事業費（３３億円）は、その内１８億円が新

庁舎整備費の一部として一般財源等で計上する予定だったもので、既存庁舎の解体費

用として１６億円、造成工事の一部で２億円。新庁舎整備費に含まれていない１５億

円については、まだ事業計画の詳細を検討していないが、現時点では市所有地（２か

所）のレッドゾーンの解消、道路の整備、無電柱化に充てる費用として想定。経費

は、２０１０年以降に多摩地区で行われている１８地区の区画整理事業費の平均値か

ら算出している。 

  ・事業計画が具体的になり次第積算していくため、今後、費用総額は変わる可能性はあ

る。 

□２の主な内容 

  本委員会は今定例会最終日をもって任期を終えるが、今までの活動の成果を整理し、報告

書としてまとめ、次期特別委員会に引き継ぐことを確認。なお、報告書は市へ参考送付する

ことも確認した。 
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□３の主な内容 

 前回、次期特別委員会で行う内容、所掌範囲等について意見交換を行った結果をふまえ、

申し送り事項（案）を作成。当日、記載内容を最終確認し決定した。 

  ＜次期への申し送り事項＞ 

    庁舎の建替えについては、新庁舎建設が竣工するまで市側と継続して協議を行うことが

必要となるため、以下を参考に特別委員会を設置する必要がある。 

 

設置日：令和７年５月１６日  臨時会 

    基本的に定例会毎に市側から報告を受けることになると思われ、６月の第２回

定例会の日程に組み込む必要があるため 

  名 称：「多摩市役所新庁舎建設等特別委員会」としてはどうか 

（理由）基本設計だけでなく、建替え全体について包括的に検討するため 

  目 的：多摩市役所新庁舎建設に関する調査・研究・提案等を行う 

      ・基本設計や実施設計など新庁舎建設に関すること 

・議会エリアの設計与条件、使用方法等に関すること 

・市民意見（請願等への対応等）に関すること 

・視察等、調査・研究を行うこと 

・報告書等の作成に関すること 

・その他、新庁舎建替えに関連する事項について協議すること 

（本庁舎周辺の面的整備や出張所等の機能など） 

    委員の選定 

と任期：特別委員会の委員の選定方法 

    ①議会運営委員会と総務常任委員会の中から選出した委員で構成し、両正副委

員長を委員とする 

②５人会派は各２人選出する 

    ③特別委員会の正副委員長は委員会内で決定する 

設置期間を臨時会から翌々年の第１回定例会最終日までとする（任期：２年） 
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基本構想における整備に向けた考え方に沿った整理 

 

Ａ 本庁舎内に配置 

・ 現況と同様、本庁舎と一体でよい。基本別フロアとする（共） 

・ 議会の独立性が市民に視覚的にわかる構造（ネ・社） 

・ 議会棟として別な建物を建てる必要はない（公） 

・ 同じ建物内に議員の執務スペース（会派控室）を設ける（公） 

・ コスト面の問題がなければ、最上階にこだわる必要はない（公） 

・ 位置については特に要望がないが、前提としてほとんどの市民は議会がどこにあるのか知

らないのではないか。（あ・維） 

 

Ｂ 独立性を持つ  

 

・ 誰でもトイレの設置は必須。（ネ・社） 

・ トイレは、議会事務局と議員専用にし、傍聴者とは分けてほしい。また歯磨きや化粧直しに

も使えるようなスペースにしていただきたい。（共） 

 

・ 新庁舎の玄関に「多摩市庁舎 多摩市議会」 としっかり明示した看板をつくること。（風） 

・ 行政側の会議室、打ち合わせ室として使うことは避けたい（共） 

・ 日中は本会議以外に市側も研修等で利用でき、時間外も利用可能にする（庁舎管理部門に委

託）（公） 

 

Ｃ 十分な調査・研究・会議（議論）ができる環境を確保 

 

・ 対話し易いフラットなスペースや、ユニバーサルデザインの導入が大事。（ネ・社） 

・ 現状のような傍聴席と議員席がフラットな設置であること。（ネ・社） 

・ 現況と同様のフラット（議席、理事者席、傍聴席すべて）にする。（共） 

・ 議場は普段使いが出来るように、フラットで長方形。窓がある方がよい（公） 

・ 最後列の議員席と傍聴席の間に適度な空間をとり、傍聴席が撮影時に写りこまないように

する。また、あまり近いと議事にも支障をきたすので今以上の間隔が必要。（共） 

・ できれば円形にしては。と思う（風） 

・ 議長席と傍聴席の位置を検討したい（夢） 

 

 

・ 現状の委員会室では狭い。傍聴席の確保など、ある程度のスペースは必要（公） 

・ 委員会室は、本来、常任委員会数に合わせ４室必要だと考えるが、現況の２室でもよい。（共） 

 

 

 別紙１  

諸室 

議場 

委員会室 

共 ……… 日本共産党 

公 ……… 公明党 

あ・維 … あすたま・維新 

ネ・社 … ネット・社民の会 

風 ……… 多摩の風 

夢 ……… 夢まち会議 
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・ 「控室」ではなく「執務室」として設置するには、どのようなハードルがあるのか。（ネ・

社） 

・ 執務ができるスペース（公） 

・ 控室との事だが、事務的な作業や市民相談・行政との打合せなどがある。それに見合った広

さと設備が必要。また会派人数によって広さの変更がし易い事も必要だが、ある程度の密閉

は必要(防音壁)などの対応（公） 

・ 単なる「控室」という位置づけではなく、「議員執務室」という位置づけにして、調査、研

究、議案作成などに議員が専念できるようにする。（共） 

・ 会派構成の変化に柔軟に対応できるよう、可搬式の壁で仕切れるようにする（ただし、防音

等には対応できるように）（共） 

・ 壁を可動式にする。議場同様、ガラス張りにしてブラインド対応（あ・維） 

・ パーテーションの移動により、会派の変動に対応しやすくする。（ネ・社） 

・ 個人単位の活動室と会派控室と区別を考えたい。（夢） 

 

 

・ 議長室は執務スペースのみで応接室を隣接したところに別途設置する。（公） 

・ 議長室は事務室の隣として、議長独自の仕事のために接待などに使う議長応接室とは分離

する。（共） 

・ 議長が来客などと対応する部屋は、一定の広さは確保するが、機能的で華美にならないよう

にする。（共） 

・ 打合せルームの設置 2人～4人用をいくつかと 15 人程度までの部屋。（公） 

・ 議会事務局職員定数は、もっと増やすべきだと考える。なので、事務局スペースは、現況の

１・２～１・３倍程度とする。（共） 

・ 市民が事務局窓口で話しやすいスペースの確保。（ネ・社） 

・ ・議会事務室の拡大とともに、荷物や物品をしまう物置的なものを事務室に隣につくる (現

在は議長室内にあるので不合理) 。（共） 

・ 事務局が作業するスペースは事務局内で確保する方が望ましい。（公） 

・ 事務局の仕事のスペースの適切な確保とレスパイトのスペースの必要性。（ネ・社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

控室 

諸室

内 
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・ 議会図書室と行政資料室の一体化を検討する。（あ・維） 

・ これからは、データでの管理。議会図書室は行政資料と一緒にコンパクトで一緒にすべき

（公） 

・ 議会専用の図書室というよりも、議員、市職員、市民の３者が共同して利用できる図書室（日

野市の市政図書館をイメージ）を市役所内に設け、なるべく独立した建物にして、土・日も

利用できるようにする。設置されたパソコンでの調べ事もできるようにする。（共） 

・ 中央図書館や学校図書館と連携し、行政資料等の幅広い活用をするにはどうしたらよいか。

cf.日野市（ネ・社） 

・ 行政資料室と議会図書室を一体化して、充実を図りたい（人が常時配置されている）。（夢） 

 

 

Ｄ 市と連携しやすい位置・動線・ネットワークを確保 

 

・ 理事者控室も改善すべきと考えるが、内容は行政側にまかせたい。（共） 

 

 

・ 委員会室は議会以外でも職員の会議や学習会ができるよう、容易にレイアウトが変更でき

るようにする（公） 

 

 

・ 会派控室以外で職員と議員が打合せできるスペース（公） 

 

・ 同じ建物内につくれば移動など楽であり、効率的。（共） 

・ 行政との行き来しやすさは必要。（ネ・社） 

・ 庁内会議などのスケジュール表の開示など、DXの導入（公） 

・ 予算執行状況が閲覧できる仕組み（公） 

・ 計画（作成経過を含む）や審議会の資料など容易にアクセスできる仕組み（公） 

・ タイムリーにアンケート等の市民意見の聴取が容易にできるアプリの活用（公） 

・ 前計画や資料の変更点が容易にわかるアプリの活用（公） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書室

内 

議場 

諸室

内 

委員会室 



4 

 

Ｅ 開かれた議会活動に必要なスペースと機能の確保 

 

・ 演台を可動式にして多目的ルーム化する。稼働率が低い（あ・維） 

・ 様々なレイアウトができるような工夫（公） 

・ YouTube などの配信も行っている。過度な傍聴席は必要ないのでは？市役所下のモニタ

ーなどでの放映がもう少しあっても良い（公） 

・ 立ち寄りたくなるような議場だと感じられること。（ネ・社） 

・ 議場の多目的利用については、市側の主催会議や研修会などに限定して一般の市民への開

放は様子を見てから。（公） 

・ 貸出しをすることで、事前配布された資料の備品の棄損・破損で議会が開催できないとは考

えにくい。（予算決算時以外は自席でのマイクは不要）（公） 

・ 議場は多目的に使えるように工夫して設計すること。（風） 

・ 委員会室や本会議場はガラス張り（可視可能な空間という意味。状況に応じてブラインドな

どを使う）にする（あ・維） 

・ 議場は市民からいつも見られる一階に設置をする設計にしてほしい。（風） 

・ ２小のような１階で来庁者にみえる議場（多目的化が前提） 

 

 

・ 会派、または複数会派、ときには市民も交えて会議ができる部屋を確保する。（共） 

・ 相談室はセキュリティゲートより手前のスペースにおいて設置（公） 

・ 市民相談が受けられるプライバシーが守れるスペースの確保（公） 

 

 

・ 屋上を整備し、彩光の取れるカフェ型の議会図書室（あ・維） 

・ ・議会図書室については、市民にも積極的に開放し、利用しやすいものとする配置を。（ネ・

社） 

・ 誰でも活用が可能な資料と図書の充実がはかれるスペースが必要。（風） 

 

・ 誰でも使える広さをとること。（風） 

・ 1 階エントランスで議員登庁状況がわかるとか、議会中継を録画で流して置くなどその存

在をアピールしたい（いざという時に頼れる議会であるために）。（あ・維） 

・ 登庁ランプを庁舎入り口にも設置。（夢） 

 

Ｆ セキュリティ 

・ 開かれた議会であるべきだが、あまりに無防備なのも恐ろしいのが実態。このバランスをど

う取るべきか、検討したい。（あ・維） 

・ セキュリティゲートを設け、許可のある人以外は議員執務スペースには入れないようにす

る。ただし、過度なセキュリティゲートは必要ない（公） 

・ 議会フロアの入り口に何らかの入室チェック機能を設ける。（共） 

議場 

諸室

内 

図書室

内 
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・ 議会事務局が人の出入りをチェックできるようにしたい。（夢） 

・ 傍聴席とは入口を分け、容易に議場内に入れないようにする（公） 

 

Ｇ 災害時機能 

・ 議場は演台などを可動式にして、多目的利用できるようにする（あ・維） 

・ 議場や委員会室が、非常時にいろいろな使い方ができる構造だとよい。（ネ・社） 

・ 市側の情報の受け取りから各議員への連絡方法の確立（停電時・それ以外）（公） 

・ 議員からの市への要望等の窓口の一本化（公） 

・ 市庁舎内に多目的利用の部屋を用意し、災害時に特化した議会スペースは不要。（共） 

・ 災害時は正しい情報が重要であるため、市長部局と綿密な連携可能な本部となるスペース

が必要。（ネ・社） 

・ 災害時は議員がどこにいても連絡が的確迅速に情報が伝えられるシステムの確立が必要。

（風） 

・ 日中の自然光導入など停電時でも会議ができるようにする。（公） 

・ 市庁舎内に、災害時の市役所機能を維持していくために、電源喪失した時のことを考えて、

発動発電機の設置は当然として、発動発電機も稼働できなくなった時のことを考えて、3日

間の市役所機能を維持していくに足りるバッテリー設備を導入する。（共） 

・ 多摩清掃工場から自己託送で本庁・議会に電源を引くことで、被災時にも十分なレジリエン

ス力を備える（あ・維） 

 

Ｈ ユニバーサルデザイン 

 

・ 手話通訳の導入（遠隔手話通訳同時配信をモニター上で行うなど）（公） 

・ モニターの音声の文字化表示（公） 

・ 議場に「FM式集団補聴システム」を導入し聞き取りにくさの解消をはかる。傍聴者に貸し

出し専用ヘッドフォンを置く。（共） 

・ 難聴者向けヘッドホンの貸出し、それに伴う設備（公） 

・ 音声の同時文字化（公） 

・ ユニバーサルデザインにも繋がるオンライン環境の整備（あ・維） 

・ 遠隔手話通訳の同時配信（公） 

・ 車いすの貸し出しができるようにする（備品として）。（共） 

・ 議場・傍聴席・委員会室などに車いすで入れるだけのスペースを確保する。（共） 

・ 議員席、理事者席、傍聴席ともに車いす等の座席および通路のスペース確保（公） 

・ 車椅子や子どもの目線に合わせた表示、わかりやすい日本語の掲示、温かみのある色合いな

ど心がける。（ネ・社） 

 

・ ユニバーサルデザインは最も重視して設計してほしい。（風） 

・ 子どもや障がいのある人も訪れやすいよう配慮する。（ネ・社） 

・ 廊下に手すり、視覚障がい者用の誘導ブロックを設ける。（共） 

議場設備、備品 
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・ 議員控室の構造壁や委員会室、本会議場などスケルトン構造にして、時代の変化に応じてハ

ード面でも変わっていける議会にする。（あ・維） 

 

Ｉ ＩＣＴ環境（ＤＸ） 

 

・ 議場のモニター設置の場所、理事者側議席にもマイクを設置する、資料の投影など改善した

い。（夢） 

・ 議場や委員会室でのパワーポイント投影やオンライン視察に対応できる設備が必要（あ・維） 

・ 一般質問等で使用しているボード等を映す画面は大きくする（少なくとも、現況の２倍～３

倍程度に）（共） 

・ 議場にタブレットと共有できるモニターの設置(一般質問時の説明等に利用) （公） 

・ 時間表示とは別に大型モニターの設置（今の 50インチは小さい）（公） 

 

 

・ Wi-Fi 必須（あ・維） 

・ 現在、市庁舎内にはソフトバンクの Wi-Fi が飛んでいるが、ソフトバンクと契約している

人しか利用することができない。誰もが使えるフリーWi -Fi 設備を導入する。（共） 

 

・ 本会議場の議席並びに委員会室の委員席には、マイク・電源を用意し、カメラの位置も発言

時に個人が写りやすい配置にする。（共） 

 

Ｊ その他 

 

・ 環境に配慮した視点も必要。（ネ・社） 

 

 

・ 安全重視、華美さや重厚さは不要。経費削減に配慮すること。（ネ・社） 

 

 

・ 現在の備品で今後も使用可能なものは継続する。（ネ・社） 

 

・ 議員の駐車場をどうするか検討するべき。（夢） 

 

 

 

 

 

 

議場設備 

議会エリア設備 

議場 

経費削減

場 

リユース 
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Ｋ 基本計画からは除外するもの（設計、備品計画、議会運営として検討する事項等） 

 

・ 移動が容易にできるビジネステーブルと袖机（キャビネット）（公） 

・ 議場のモニターには外部入力 

・ 資料等の書類ファイルが収納可能なロッカー（今より少し幅が欲しい）（公） 

・ DX時代に対応できる最低限の設備は用意する。（共） 

・ 応接ソファと打ち合わせテーブルは別に設ける 

・ 応接室は、応接室としてふさわしいものにする。（共） 

・ コロナ禍の経験を活かし、状況によりマイクを傍聴席にも設置可能とできるか。（ネ・社） 

・ マイクは無線で容易に可動できるもの（公） 

・ テーブルは可動式（公） 

 

 

・ 電気でお湯が沸かせるコンセント。（風） 

 

・ 予算確保等の専決処分についてもタイムリーな情報開示（公） 

・ アドバイスをいただける人財の確保（公） 

・ 市民活動室を１階に 

・ ICT や DX の推進は時代の流れであるようですが、紙文化に慣れてきた多くの市民の存在

に対して、紙での情報提供は欠かせない要件です。十分に配慮した対応が必要。（風） 

・ オンライン会議の充実（公） 

 

 

備品計画、議場 

設計 
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多摩市役所本庁舎建替基本計画特別委員会  

行政視察報告書 

 

令和６年１月９日（火） 

立川市役所 

 
１ 調査事項 

庁舎の建て替えについて 

 

２ 調査目的 

多摩市役所本庁舎建替基本計画に関する調査・検討を行うにあたり、既に庁舎建て替え

を実施している先進市を視察し、議論の参考とするため。 

 

立川市の対応者 

 市村下水処理場長（当時の建築の担当者） 

総務課長 

 

３ 調査内容 

（１）庁舎の建て替えについて  

  ①庁舎全体及び議会エリアのつくり・規模等 

②庁舎全体の中での議会エリアの位置づけ等、こだわった点 

 

（２）質問事項（事前送付）への回答 

①議会機能に関して 

(ア)議会棟に関して 

a  議会棟における Wi－Fi 状況を教えてください。 

  ⇒Wi-Fi は設置してない。タブレットなどはキャリア回線を使用。R4.12 月に

答弁に立つ職員にタブレットの使用が決まり、R6に設置予定。 

b  議会棟への不審者侵入を許さない手立てはとられていますか。 

   ⇒議会事務局前を通る構造。裏口は電子錠のみ。また、各会派室にも電子錠 

c  議会棟におけるユニバーサルデザインの具体化について 

⇒扉を引き戸に（車椅子への配慮）、機密性は悪くなるが。傍聴席に車椅子用

の席。イヤホンジャックを設置。委員会室では赤外線の補聴システム。スロ

ープの設置。 

d  議会棟におけるトイレは、議員専用、（来庁した）市民専用と分けていますか。 

⇒議会棟は別棟ではない。このエリアの中には 1箇所のトイレ。特に市民用、

議員用とは分けていないが、市民が入ることは基本的にない。庁舎全体が職

員スペース市民スペースに分けられている。 

 別紙２  
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(イ)議会諸室に関して 

a  本会議場は、国会等に類似したものでしょうか。（フラット型か？）それぞれ

の考え方について教えてください。 

⇒議長席、議員席については段差を設けている。議長席から議員を見渡せるよ

うに。 

b  本会議場と委員会室における傍聴席の規模の考え方、また、「ネット中継」等

の場合の傍聴席の「映り込み」についてなんらかの配慮をしていますか。 

   ⇒本会議場は多目的用途を考慮し、傍聴席を 120 席と多めに配置。委員会室は

3列 24 席。写り込みについては、本会議場は最前列が映る可能性がある。3

通りの周知（傍聴席前の張り紙、傍聴席の前の手すりにテプラで 13箇所に

貼り付け、書く傍聴者に録音禁止などの注意事項を渡す際に映り込みの可

能性を周知） 

c  議会スペースに「応接室」は設けていますか。 

   ⇒議員応接室が 1部屋。議長応接室、議長室の応接セット、副議長室に応接セ

ット、事務局に応接セット 

d 議会スペースの諸室を市長部局も使用するということを想定していますか。 

それとも、議会が専用で使うようにしていますか。それぞれの考え方も併せて

教えてください。 

⇒設計段階では本会議場や委員会室などについても市長部局や市民利用も想

定していた。ただし、建設後、市長部局が予約した際に、仮に臨時会などが

行われる際に代替えの部屋が用意できないため、貸し出ししていない。 

e 会派、またはいくつかの会派が共同し、ときには市民等も交えて会議等を行う

部屋を、委員会室とは別に設けていますか。 

⇒議員応接室とはべつに議員会議室があり、間仕切りで 2つに分けられる。会

派室、議員会議室、などを活用し市民と対話。 

f 議長・副議長の執務室には、応接する機能がありますか。 

⇒あります。 

g 本会議場の議席並びに委員会室の委員席は、ＩＣＴ化、ＤＸに対応したものに

なっていますか。 

  ⇒設計当時は ICT 化などの言葉はなかった。電子投票のシステム。電子出欠カ

ウント。タブレットの配付（クラウドを使用して共有） 

h 本会議場・委員会室等で、「スクリーン」等は、どのような設えになっています

か。 

  ⇒固定式のスクリーンがある。設計などにも関わっていた。「必要だが場所をど

うしよう」という話になった。窓際の天井から下ろすようにしたが、少し距

離があって使いづらい。移動式のスクリーンを借りてきてしようすることが

多い。一般質問でも。 

i 本会議場・委員会室に、「FM式集団補聴システム」は導入されていますか。 

  ⇒赤外線式のシステムを導入 

j 委員会室数は、常任委員会数に見合うものでしょうか？ 

  ⇒立川市では 1室だけ。 

(ウ) 会派「控室」の考え方について 

a 会派「控室」の位置づけについて、単なる「控室」ということではなく、「会派

（議員）執務室」というような位置づけをしていますか。 

  ⇒会派室内には議員用の机や打ち合わせスペースがある。各会派で工夫し、応

接セットが 2つあるような会派もある。 

b 会派構成の変化に柔軟に対応できるよう、可搬式の壁で仕切れるようにするこ

と等と、防音等に配慮するということとの両立をどのように図っていますか。 
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  ⇒設計段階では可動式の間仕切りを想定。現在少数会派は共同利用となってい

る。実際に会は控え室に入った際に、音が漏れるという話があった。半年後

に間仕切りと窓の間の隙間を塞ぐ。間仕切りの両面に遮音性の高い部材を貼

った。昨年可動させたいという話があった。口伝で「簡単に変えられる」と

いう話であったが、見積もりをとった結果数百万かかることがわかった。建

設後の工事が影響する。当面このままでとなった。可動したことがない。 

(エ) 議会図書室について 

a 議会専用の図書室というよりも、市民あるいは市職員と共同して利用できる図

書室を市役所内に設け、土・日も利用でき、また設置されたパソコン等での調

べごともできるようにするという考えはありますか。 

  ⇒議会スペースに隣接して市政情報コーナー（市民にも開放）。その一角を議会

図書室コーナーとしている（専用スペースも）。 

②庁舎全体に関すること 

a 市職員と市民が利用する食堂、カフェテラス等は設置されていますか。設置され

ているとすれば、その考え方について教えてください。 

 ⇒食堂は 3 階にかつてあったが、経営面から撤退。お昼にお弁当販売。また 100

席はそうした利用に当てている。1階には福祉喫茶が設置。軽食も可。 

b 路線バス等の市庁舎内への乗り入れなど、アクセスしやすい環境はつくられてい

ますか。 

 ⇒庁舎内まではないが、東面、西面にバス停がある。立川駅へのアクセスは良い。 

c 本庁舎と出張所等との任務分担による配置状況はどのようになっていますか。 

 ⇒駅前に窓口サービスセンター（市民課、国保）正規 17、月給制 4、時給制 2名 

加えて 4つの連絡所。月給制が 4名ずつ配置 

d 本庁舎全体に関わるユニバーサルデザインの具体化はどのようになっていますか。 

     ⇒ユニバーサルデザインについては、バリアフリー法、建築物バリアフリー条例

（都）、市の条例などを満たしている。間口の広いエレベーター等。 

 

（３）質疑内容 

  問）この先の状況変化に対応する議論はどうであったか？ 

答）100 人委員会からもそのへんが大きなポイントになった。長い間愛される建物にし

たい。100 年建築ということで建てられた。100 年後の使い方は想定しづらい。 

大平面、壁が少ない。大きな床を作り、その後状況変化に応じて作り替える想定。 

デジタル化。40 センチほどの上げ床。空調の吹き出し口以外に、電気や通信線を

床下に這わせるしつらえになっている。 

問）食堂の件。最初はあったが経営的に撤退しているということであったが、市の方か

ら補助するような議論はなかったか？ 

答）募集をかけて、フロアを貸す際の家賃の減免なども行なっていたが、利用者が限ら

れている、庁舎の立地が基地の隣で近所の方が利用することも想定しづらい。 

R3.9 に撤退。コロナの影響も。家賃はもらっていないが、光熱費が高い。現在は

お弁当やさん。再度、募集をしているが入札がない。再開の可能性について探って

いるところ。議員からも要望がある。 

問）委員会室が 1室ということだが、同時に行うことは想定されていないのか？ 

答）数については設計段階から議論があった。旧庁舎でも 1室であった。同時には行わ
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ないということでやっている。 

問）市民スペースと執務スペースの線引きは 

答）穏やかに分かれているところや線引きがされているところがある。電子錠が必要な

スペースも当然にある。 

設計段階では、半年くらいにわたって市民・議会・行政代表が集まって 2週間おき

くらいに半年会議を行なっていた。市民代表の方から、土日に市民が使える会議室

などを設けてほしいという要望があった。それを解決するために解放されるスペ

ースができた。 

問）会派の控え室。可動式は技術的には難しかったのか 

答）建設までの間は会派の人数は 4 年ごとに変わるので可動させるのは当然と考えて

いたが、結果的に音漏れを止める要望を叶えると大きな費用が必要となった。他の

方法があるかは知らないが、立川では無理であった。 

問）議場をフラットにして市民も含めて使うように考えるべきではないかという声が

あるが、そうした検討は 

答）議場を定例的に使っている例は、議場を使って子ども達が話し合いを行うイベント

を行っている。年 1回。 

議場を結婚式に使うことなども想定していたが、臨時会のために結婚式を延期さ

せてほしいとも言えないので募集していない。行政側からも要望はあり、要項もあ

るが、同様の理由で解放していない。急な選挙の部屋になるということで会議室を

貸し出したことはある。 

問）災害時の想定は。 

答）自家発電、3分の 1の電気を賄える。燃料は 3日分。地下の免震装置。大平面では

コストが上がるが免震を入れた。 

問）議会エリアに特化した形では。 

答）災害時の議会の役割は地元からの情報収集と集まれれば集まる。今年度 4月から、

オンライン開催ができるようになっている。実際に委員会を一回開催。事由に出産

育児・災害と入れている。 

問）災害時に議場や委員会室を市が利用するということは想定されていないか。 

答）2階に市長室の隣に市長応接室と会議室の間が可動間仕切り。災害時には大きな部

屋として使うことが想定されている。 

問）庁舎の免震工事の費用について。 

答）免震工事費用 約１億５，０００万円（経費別の直接工事費） 

  ※建築工事全体の費用割合の約３．６％相当 

問）立川クリーンセンターからの電力融通など 

答）発電分を庁舎で使う契約で行われている。東電の送電網を使うため便宜的なもの。

問）市政情報コーナーの運用についてなど 

答）あり方検討会であったかは記憶にないが、どこかで検討がなされた。旧庁舎の議会
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図書室は市民利用はなかった。議員の利用もほぼ控え室への貸し出しであった。そ

うした状況の中で、一体のものとして再編された。現在は情報コーナーのかなりの

部分を議会図書室として運用。 

問）日常的には管理している主体、費用の枠組みはどこ？ 

答）情報コーナーは文書法制課。図書の購入は議会費。 

問）人の配置は？ 

答）文書法制課の係長 1名と月給制が 2名配置されている。 

問）バス路線 2路線ということであったが、充足されているのか？ 

答）バス停は二箇所であるが、路線数はもう少しある。本数はかなりある。また、モノ

レール高松駅から 800m くらいなので 

 

４ 視察の成果 

視察実施後、特別委員会（勉強会含む）において、基本構想に掲げる議会機能をどう実

現すべきか、議会としての考えをまとめ、令和６年１月２９日開催の特別委員会において

別紙３「多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案」を決定し、１月３１日に

市へ参考送付しました。 
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令和６年１月１０日（水） 

清瀬市役所 

 
１ 調査事項 

庁舎の建て替えについて 

 

２ 調査目的 

多摩市役所本庁舎建替基本計画に関する調査・検討を行うにあたり、既に庁舎建て替え

を実施している先進市を視察し、議論の参考とするため。 

 

清瀬市の対応者 

清瀬議会事務局次長  

建築管財課長  

営繕係長  

 

３ 調査内容 

（１）庁舎の建て替えについて  

  ①庁舎全体及び議会エリアのつくり・規模等 

②庁舎全体の中での議会エリアの位置づけ等、こだわった点 

 

（２）質問事項（事前送付）への回答 

①議会機能に関して 

(ア)議会棟に関して 

a  議会棟における Wi－Fi 状況を教えてください。 

  ⇒庁内と議場それぞれに異なる Wi-Fi を設置。庁内全体のフリーWi-Fi、それ

とは別に専用の Wi-Fi を設置。セキュリティを高めるため。 

b  議会棟への不審者侵入を許さない手立てはとられていますか。 

   ⇒セキュリティゾーンを設定。庁舎北側、南側に一箇所ずつ。専用のカードキ

ーが必要。議員に関しては議員証がカードキーになっている。議員、理事者、

部課長、総務課職員、清掃等の委託事業者のみが通れる。係長以下は一声か

ける必要がある。 

カードキー、職員は職員として、議員証については事務局で発行しているが、

同一メーカーに発注（仕様の統一を図るため）。登録は総務課で行っている。 

c  議会棟におけるユニバーサルデザインの具体化について 

⇒主に３点。 

・議場のフラット化：議員席は前後 2列、後列は一段高い、段差解消のため

移動式のスロープ。傍聴席はスロープを設置、固定座席の他に車椅子、ス

トレッチャーで傍聴できるエリアを設定。 

・ヒアリングループの設置、議場等傍聴席、委員会室に。レシーバーを貸し

出している。補聴器ほどではないが、音を増幅する機械。 

・親子傍聴席の設置。防音ガラスで隔てており、中の声は漏れ聞こえない。

何名か子連れ傍聴の方もあったが、議場に響く状況はなかった。キッズコ
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ーナーも設置。子どもは遊んでいられる。授乳室は庁舎 2階にある。子ど

も用のトイレ（便座）、授乳室の向かいのトイレに設置。（誰でもトイレ） 

 (イ)議会諸室に関して 

a  本会議場は、国会等に類似したものでしょうか。（フラット型か？）それぞれ

の考え方について教えてください。 

⇒議長席からの視界。議長の横・後ろに理事者がおり、見づらかった。イギリ

ス式、対面式に改めた。 

b  本会議場と委員会室における傍聴席の規模の考え方、また、「ネット中継」等

の場合の傍聴席の「映り込み」についてなんらかの配慮をしていますか。 

   ⇒傍聴定員は議場・委員会室ともに 30 名。議場は固定。委員会室は通常の椅

子。委員会室の使い勝手は良い。 

委員会室は映り込みはない。議場は若干の映り込みが確認された。座席を一

部移動、議員席から離した。どうしても 2席映り込む。そこには注意書きを

貼付（首から下程度が映る）。 

c  議会スペースに「応接室」は設けていますか。 

   ⇒全 3室。 

・議長応接室。議長室の隣。来賓対応、代表者会議で使用。 

・面談室を 2部屋設置。①：6席、②：10 席 

d 議会スペースの諸室を市長部局も使用するということを想定していますか。 

それとも、議会が専用で使うようにしていますか。それぞれの考え方も併せて

教えてください。 

⇒議会フロアについては議会専用としている。ただし、事務局で管理している

展望ロビーについては市民、職員も打ち合わせができる。 

e 会派、またはいくつかの会派が共同し、ときには市民等も交えて会議等を行う

部屋を、委員会室とは別に設けていますか。 

⇒議長応接室や面談室を使用。 

f 議長・副議長の執務室には、応接する機能がありますか。 

⇒正副議長室に応接セットが 1セット（最大 7名） 

g 本会議場の議席並びに委員会室の委員席は、ＩＣＴ化、ＤＸに対応したものに

なっていますか。 

  ⇒コンセント、電源タップの設置。評決ボタンの設置。現状タブレットの利用

は試行段階。 

h 本会議場・委員会室等で、「スクリーン」等は、どのような設えになっています

か。 

  ⇒委員会室は 2台のディスプレイ（55 インチ）、後ろが白壁なので投影も可能。

パソコンから直接映像を映すことはできるが、会議での使用規定を設けてい

ないので、委員会では使用していない。 

議場は 4 隅にモニター設置（65 インチ）。発言者の映像、残時間、個別表決

の結果を表示できる。登壇席などには 10 インチのモニター：残時間を表示。

会場内にも。 

i 本会議場・委員会室に、「FM式集団補聴システム」は導入されていますか。 

  ⇒ヒアリングループ設置 

j 委員会室数は、常任委員会数に見合うものでしょうか？ 

  ⇒常任委員会の同時開催が想定されていない。1 室のみ。予算決算委員会につ

いては、議場と委員会室のパーテーションを外し、1 室として運用。仕様が

決まるまでには、様々な意見があった。結果的には一部屋にすることで手間

は増えたが、管理上はしやすくなった。 

(ウ) 会派「控室」の考え方について 

a 会派「控室」の位置づけについて、単なる「控室」ということではなく、「会派
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（議員）執務室」というような位置づけをしていますか。 

  ⇒執務室を兼ねているという位置付け。人数分の事務机を設置、電話機を設置。

ただし、ＰＣやＯＡ機器は各会派で。 

b 会派構成の変化に柔軟に対応できるよう、可搬式の壁で仕切れるようにするこ

と等と、防音等に配慮するということとの両立をどのように図っていますか。 

  ⇒可搬式の壁としている。しかし、実際には 2部屋を 1部屋にする程度のもの。

大幅な変更がない場合は、その中で会派間で調整して使ってもらっている。

石膏ボードと断熱材を挟んでいて防音に配慮。 

(エ) 議会図書室について 

a 議会専用の図書室というよりも、市民あるいは市職員と共同して利用できる図

書室を市役所内に設け、土・日も利用でき、また設置されたパソコン等での調

べごともできるようにするという考えはありますか。 

  ⇒機能維持が課題。議会図書室と行政資料コーナーを一緒にしたが、現在は分

離。現在は元倉庫であったところを図書室としている。保管庫のような状況。

図書室としての機能は備わっていない。 

②庁舎全体に関すること 

a 市職員と市民が利用する食堂、カフェテラス等は設置されていますか。設置され

ているとすれば、その考え方について教えてください。 

 ⇒食堂、カフェ。地下に職員厚生室、1 階に市民交流スペースを設置。食堂はな

い。 

b 路線バス等の市庁舎内への乗り入れなど、アクセスしやすい環境はつくられてい

ますか。 

 ⇒乗り入れはしていない。西側に最寄駅の清瀬駅北口行きのバス停、周辺にも数

箇所のバス停。 

c 本庁舎と出張所等との任務分担による配置状況はどのようになっていますか。 

 ⇒松山出張所、のしお出張所。R6年 3 月にコンビニ交付に移行。マイナンバーカ

ード必須。 

d 本庁舎全体に関わるユニバーサルデザインの具体化はどのようになっていますか。 

     ⇒スロープ、点字ブロックの連続性、音声誘導装置、案内サイン、2ヶ国語表示、

ピクトグラム、各階に誰でもトイレを設置。 

 

（３）質疑内容 

  問）市民相談はどこで行っているのか。 

答）展望ロビーでの相談。込み入った話などは、面談室を使用。 

問）代表者会議の傍聴、中継は。 

答）非公開で実施。会議録も含めて。配信もない。 

問）災害時対策。市の対応と議員・議会の対応について。 

答）本庁舎は避難所指定なし。とはいえ解放はあり得る。 

  3 階の庁議室が災害対策本部になる。 

議員の動きについては、BCP の策定には至っていない。議会災害対策会議を設置す

ることになる。議員：地域の実態把握。しかしダイレクトに市に言うのではなく、

議会の災害対策会議を通じて要望などを届けるしつらえになっている。H19 の大雨

災害の際に災害対策会議を立ち上げた実績あり。その際には事務局を通して情報

の集中を図った。市の情報も事務局を通じて。 
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問）議場などを使う想定は。 

答）避難所としての利用は想定していない。臨時議会などの対応のため。 

災害対策会議などの実施、議会の会議としては行う。市側は庁議室。 

問）今後の BCP の中で、スペースの利用については今後か。 

答）そのとおり。 

問）使い勝手の中で、もう一歩改善できる点。なくていい点。 

答）議場のつくりについては特にない。自由なレイアウトが使い勝手が良い。 

システムの関係で、信頼のおけるシステムの導入、保守・サポート体制の手厚い事

業者を選ぶと良い。システムトラブルにすぐに対応できる、定期点検できる。そう

したことが重要。 

問）会議室の数などについて。 

答）旧庁舎があまりに会議室が足りなかったため。 

 

４ 視察の成果 

視察実施後、特別委員会（勉強会含む）において、基本構想に掲げる議会機能をどう実

現すべきか、議会としての考えをまとめ、令和６年１月２９日開催の特別委員会において

別紙３「多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案」を決定し、１月３１日に

市へ参考送付しました。 
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令和６年１月１０日（水） 

府中市役所 

 
１ 調査事項 

庁舎の建て替えについて 

 

２ 調査目的 

多摩市役所本庁舎建替基本計画に関する調査・検討を行うにあたり、既に庁舎建て替え

を実施している先進市を視察し、議論の参考とするため。 

 

府中市の対応者 

総務管理部新庁舎建設推進室長  

議会事務局庶務課長  

 

３ 調査内容 

（１）庁舎の建て替えについて  

  ①庁舎全体及び議会エリアのつくり・規模等 

②庁舎全体の中での議会エリアの位置づけ等、こだわった点 

 

（２）質問事項（事前送付）への回答 

①議会機能に関して 

(ア)議会棟に関して 

a  議会棟における Wi－Fi 状況を教えてください。 

  ⇒職員用、議員用と切り分けたネットワーク。 

b  議会棟への不審者侵入を許さない手立てはとられていますか。 

   ⇒東側エレベーターホールにカメラ、電子錠。時間外などは閉めているが、カ

ードで入室可。 

c  議会棟におけるユニバーサルデザインの具体化について 

⇒段差の解消などバリアフリーは進んだ。多目的トイレ、冷水機などは庁舎全

体のもの。 

d  議会棟におけるトイレは、議員専用、（来庁した）市民専用と分けていますか。 

⇒おもや 5階に 2つのトイレ。議会棟の外と会派室の並び。会派室並びは実質

議員用。 

(イ)議会諸室に関して 

a  本会議場は、国会等に類似したものでしょうか。（フラット型か？）それぞれ

の考え方について教えてください。 

⇒多目的利用は行わない。 

b  本会議場と委員会室における傍聴席の規模の考え方、また、「ネット中継」等

の場合の傍聴席の「映り込み」についてなんらかの配慮をしていますか。 

   ⇒議場の傍聴席は 54席。映り込みに関しては、受付時にご案内し了承をいた

だく。 
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c  議会スペースに「応接室」は設けていますか。 

   ⇒議員応接室 3室、正副議長応接室 1室。議員会議室 1室。 

d 議会スペースの諸室を市長部局も使用するということを想定していますか。 

それとも、議会が専用で使うようにしていますか。それぞれの考え方も併せて

教えてください。 

⇒検討委員会での協議結果として、市長部局の使用は想定していないが、はな

れができるまでは議会での使用がない場合に限り使用を認める。 

e 会派、またはいくつかの会派が共同し、ときには市民等も交えて会議等を行う

部屋を、委員会室とは別に設けていますか。 

⇒職員の打ち合わせ室などの使用も可能。 

f 議長・副議長の執務室には、応接する機能がありますか。 

⇒機能あり。 

g 本会議場の議席並びに委員会室の委員席は、ＩＣＴ化、ＤＸに対応したものに

なっていますか。 

  ⇒タブレット充電用のコンセントの設置。委員会室は延長コードで。 

h 本会議場・委員会室に、「FM式集団補聴システム」は導入されていますか。 

  ⇒ＦＭ式ではないが、傍聴席に磁気ループ。可動式のものも用意し、委員会室

などでは使用できる。 

i 委員会室数は、常任委員会数に見合うものでしょうか？ 

  ⇒同時開催はないため、1室のみの使用。 

(ウ) 会派「控室」の考え方について 

a 会派「控室」の位置づけについて、単なる「控室」ということではなく、「会派

（議員）執務室」というような位置づけをしていますか。 

  ⇒執務可能な環境整備。会派室という名称に。執務室として位置付け。 

b 会派構成の変化に柔軟に対応できるよう、可搬式の壁で仕切れるようにするこ

と等と、防音等に配慮するということとの両立をどのように図っていますか。 

  ⇒スチールパーテーション。つけ外しには工事が必要。 

(エ) 議会図書室について 

a 議会専用の図書室というよりも、市民あるいは市職員と共同して利用できる図

書室を市役所内に設け、土・日も利用でき、また設置されたパソコン等での調

べごともできるようにするという考えはありますか。 

  ⇒市民も利用できる議会図書室。 

②庁舎全体に関すること 

a 市職員と市民が利用する食堂、カフェテラス等は設置されていますか。設置され

ているとすれば、その考え方について教えてください。 

 ⇒食堂カフェの設置。はなれ 1階に設置予定。「にぎわいをつなぐ」観点から。職

員の福利厚生施設ではなく、市民利用を想定。来年度に業者のサウンディング

調査を行う。 

b 路線バス等の市庁舎内への乗り入れなど、アクセスしやすい環境はつくられてい

ますか。 

 ⇒バス、タクシーの乗降場所は設置しない予定。府中街道にバス停がある。バス

待ち環境として待合所を敷地内に設置予定。タクシーについても、おもや西側

にピロティで車が乗り入れられる。 

c 本庁舎と出張所等との任務分担による配置状況はどのようになっていますか。 

 ⇒窓口の分散化として、はなれを第二庁舎とする想定。東出張所と西出張所があ

るが、集約や分散は行わず従来どおりの対応。 

d 本庁舎全体に関わるユニバーサルデザインの具体化はどのようになっていますか。 

     ⇒誰もが利用しやすく。市の条例を前提に進めてきた。サイン計画：デザインに
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よせずに JIS 規格のものに。 

多機能トイレ：各フロアに設置。また、フロアごとに機能を変える。3 階には

子ども用便器。4階には男女の別なく利用できるなど。1階に重度障がい者用の

トイレの設置。 

 

（３）質疑内容 

  問）２点。平成 21 年に IS 値が低いことが判明してから完成が令和 5 年と長い時間が

かかっている、平成 30年の見直しの経過。 

答）年次的に組み合わせると平成 30 年から着工できると想定していた。しかし、用地

買収で拡張する兼ね合いから、用地買収に時間を要しプラス 3 年ほど時間がかか

った。45 ヶ月の工期を想定していたが、67 ヶ月となった。令和 9 年の 1 月から、

はなれも含めて稼働予定。 

問）延べ床面積算定の根拠は。 

答）総務省の一般的な算定基準を使っているが、図書館や歴史コーナー（現在別施設）、

飲食店などがはいるためプラス。 

問）多目的利用をやらないとなった理由は。 

答）議会棟検討委員会の討議の中で、会議室が充実するため議会棟の会議室を使う必要

はないということを打ち出した。 

問）環境配慮の視点について。 

答）基本的にはキャスビーの Sランクを想定して基本計画、その後ゼロカーボンシティ

宣言もあり、設計見直しを進めている。ゼブ対応や電気自動車対応、はなれに設置

予定の太陽光に加えて壁面なども検討。 

問）はなれに駐車場の入り口ということであったが、駐車料金はまた無料なのか。台数

は。 

答）地下がおもやとはなれ全てつながり駐車場となる。旧庁舎の際にもタイムズの機械

は入っていたが、無料であった。有料化の検討を進めている。 

台数は 170 台。以前と変わらない台数。 

問）市民相談への対応などは。 

答）会派室はセキュリティの問題もあり、立ち入らない。応接室には入室可能。その他

の応接に使用している部屋も使用できる。 

問）職員の休憩スペースなどは。 

答）職員が使用するのを制限するものではない。3階に厚生室があり、畳のある部屋と

ラウンジを設置している。 

 

４ 視察の成果 

視察実施後、特別委員会（勉強会含む）において、基本構想に掲げる議会機能をどう実

現すべきか、議会としての考えをまとめ、令和６年１月２９日開催の特別委員会において

別紙３「多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案」を決定し、１月３１日に
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市へ参考送付しました。 
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多摩市役所本庁舎建替基本計画（議会エリア）議会案 

令和 6 年 1 月 29 日 

 

基本構想に整備方針として掲げた、「議会としての独立性」「十分な調査、研究、会議（議論）」

「市との連携、ネットワーク」「市民に開かれた議会活動、議員活動の充実に必要なスペース」「議

会の特性を踏まえたセキュリティ、災害時機能、ユニバーサルデザイン、ICT 等の環境」の確保

を目指し、以下の通り基本計画を整理した。 

 

１ 議会エリア 

（１） 議会の独立性を保ちつつも市民に開かれた議会とするため、本庁舎内に設置する 

（２） DX の推進、諸室の柔軟な運用等様々な工夫により、基本構想に掲げた議会機能を果たす

ための必要なスペースを確保できるよう計画する 

（３） 行政エリアとは一線を画す位置、しつらえとする 

（４） エリア内の議員、職員、市民の動線は基本的に別とする 

（５） 本会議等長時間の会議や効率的な議会運営を踏まえ、会派室や必要な施設は議場の近くに

設置することとする 

 

 

 

 

 

２ 議場 

（１） 本会議での使用を前提としつつ、その他の用途での活用も想定したつくりとする 

（２） 議場については視認性に配慮しつつも階段式ではなく基本的にフラットなつくりとする 

（３） 各席の配置等は、議長席、事務局長席、傍聴席から発言者の様子が見え、全体が見渡せる

つくりとする 

（４） 傍聴席については現状と同規模（人数）を想定し、傍聴しやすさに配慮したつくりとする 

（５） 理事者控室を併設し、会議室等としても運用できるつくりとする 

（６） 映像・音声配信機能のある「放送室」を併設し、放送室内及び議場内の議会事務局席にお

いて操作可能になるよう計画する 

（７） 環境配慮や災害時も想定し、空調効率と採光に配慮する 

 

 

 

 

 

 

POINT 

① セキュリティは必要だが閉鎖性を感じさせない空間にする 

② 過大なスペースは不要だが現状の「狭さ」を解消する 

POINT 

① 荘厳で固定的な様式ではないということ 

② 傍聴席はセキュリティやインターネット中継等への映り込み等に留意し、フラット

である必要はない 

③ 議場における議長席、議員席、理事者席、傍聴席等の配置やつくりについては、複

数の提案をもとに意見交換を望む 

 別紙３  
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３ 委員会室 

（１） 委員会室は２室必要であり、防音には最大限注意を払いながら２室をつなぐことができる

構造を検討する 

（２） ２委員会室においても議場同様の映像・音声配信を行うことを前提としたつくりとする 

（３） 委員会室の傍聴も現状と同規模（人数）で傍聴しやすさに配慮したつくりとする 

（４） 災害時に活用することも想定する 

 

 

 

 

 

 

 

４ 議員控室 

（１） 用途としては会議のための「控室」ではなく、「執務室」と位置付ける 

（２） 会派人数が変化することから防音に配慮した可動式の間仕切りを計画する 

 

 

 

 

 

５ 議会図書室 

（１） 議会エリアに単独で設置するのではなく行政資料室と一体化が望ましい 

 

 

 

 

 

６ 正副議長室 

（１） 正副議長室を１室とし、事務室に隣接、行き来ができるよう計画する 

（２） 華美にならない程度に応接機能を持たせ、また災害時には議会として一定の役割を担うこ

とにも配慮する 

 

 

 

 

 

 

POINT 

① 会議を行える程度の防音が必須となる 

② 委員会室内で操作する機器及び必要な設備を設置し可動式とする 

③ 現在の委員会室は極端に狭いため改善が必要である 

④ 委員会室に限らないが災害時の活用について具体的には今後の検討が必要 

POINT 

① 執務室のしつらえについては別途検討が必要 

② 備品についても同様 

POINT 

① 行政資料室との一体化は省スペースの観点もさることながら機能の観点が重要な

ことから、市が行政資料室を検討する際に意見交換が必要 

POINT 

① 正副議長室については現状を踏襲した規模感を想定 

② 災害時の議会機能については、市の行動に合わせた会議の開催が前提となるが、そ

のほかにも発災時と数日後に分けて、議長、議員、議会エリアが担う役割を整理し、

対応可能とすることが必要 
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７ 事務室 

（１） 議会エリアの入口に配置し議員、職員、市民を視認しやすいことを計画する 

（２） 市民とやり取りしやすいカウンター機能を計画する 

（３） 議会エリア内に一定の文書庫・倉庫スペースを計画する 

（４） 日常的に議員、職員が使用する、また災害時にも活用する給湯室を事務室に隣接して計画

する 

（５） 議会エリア運営・管理のための機器設置を計画する 

 

 

 

 

 

 

８ 諸室（スペース） 

（１） セキュリティエリア内に会議室・トイレ、セキュリティエリア外に相談室（市民等）や簡

単な打合せコーナー等の複数設置を計画する 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ ユニバーサルデザイン 

（１） 原則としてエリア内の車いすでの利用を可能とし、点字ブロック、補聴システム等の導入、

子どもや外国人対応など、可能な限り配慮する 

（２） 誰もが心地よく機能的に使える施設・設備としてユニバーサルデザインを積極的に導入す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT 

① カウンターは日常的な相談、請願等の対応に必要 

② 行政資料室と議会図書室の一体化を想定して、議員・職員が確認するための保管文

書や備品等の保管庫（作業スペース含む）が必要 

POINT 

① 現在の議員応接室（実態は会議室）に替わる会議室 

② 市民が控室ではなく相談ができる相談室 

③ 気軽に訪れ歓談したり簡単な打合せを行うコーナー 

④ 議場近くのセキュリティエリア内に男女の設置数（女性を多く）に配慮したトイレ

（誰でもトイレ含む）を設置する 

POINT 

① バリアフリーとして多摩市の条例等に対応することはもちろんの事、長時間の会議

を連続して行うことに配慮した、人間工学的にもふさわしい設備、備品等の導入を

検討する 
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10 セキュリティ 

（１） 議会エリアに一定のセキュリティ対策を計画する 

（２） 事務室からの視認性を高める 

 

 

 

 

 

 

11 DX 

（１） 議会運営の DX 化（運営や情報発信）に適した施設・設備を計画する 

（２） 庁舎や議会エリアの入口等に議会情報を流せるモニター等を設置する 

 

 

 

 

 

12 その他 

（１） 備品計画や施設のしつらえなど設計の段階での意見交換も必要 

（２） 市と議会が相互の情報を確認しやすくなることを計画する 

（３） 庁舎正面入り口に「議会」を明示する 

 

 

 

 

 

注釈：「POINT」は計画に記載するものではないが、計画記載事項の説明として付記した。 

POINT 

① 施錠する箇所を設け、議員控室（執務室）や議場等に自由に入れないよう工夫する 

② 事務室から監視するわけではないが、事務室がゲートの役割として見えるように工

夫する 

POINT 

① 電子表決、登庁表示、残時間、モニター、ディスプレイ等の ICT 機器については、

電子化が進む議会運営に対応可能なシステム等を検討する 

POINT 

① 「多摩市」と「多摩市議会」が二元代表制の両翼であることをしめすため、並列の

表記が必要 
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基本設計における議会エリアの与条件 

令和６年１２月２５日 

 

１ 議会エリア  

（１）議長席、議員席、理事者席、傍聴席の位置関係については、設計者の提案時に

協議されたい。 

（２）壁、床など庁舎内全体とバランスのとれたデザイン・質感にするが、壁材や色

などの工夫により、華美にならない程度に、議会の独立性が市民に視覚的にわ

かるようにする。 

２ 議場  

（１）冷暖房効率への影響に配慮しながらも窓がある方がよい。（災害時に自然光で会

議ができる程度） 

（２）リスク管理及び傍聴者の視認性、映り込みを勘案すると傍聴席は一定の高さが

あり、議員・理事者両方が見える位置に設置したほうが良い。（議員の顔が見え

ることは必須ではない） 

（３）椅子や机については、原則として可動式とする。 

（４）議長席、事務局長席（可能な限り事務局席）からも理事者含む全席が視認でき

ることが必要。また議長席は、その位置にかかわらず体の動きが不自由であっ

ても安全に着席・離席ができる席等のしつらえとする。 

（５）理事者が控えることができるスペースは一定の広さを確保する。 

（６）特別委員会等の対応を勘案すると、現在は担当部長席、課長席がないため、市

側で検討し、必要な席数・スペースを確保すべき。 

（７）委員会室も含めて電源については事務局、議員席、説明者等にも相当数が必要。 

（８）録音室は独立して局長及び係長席から直接入れる配置とし、中から議場内（特

に議員）の様子が見え、ドア等を開放すれば音も聞こえるようにする。また映

像・音声など常時使用するものは、議場内の事務局席でも操作できるようにす

る。 

（９）可能であれば議場の壁、机等に多摩産材の活用を検討する。 

（10）足元のふきだしなど、効率の良い空調を配慮する。 

（11）大型モニター等を複数台設置できるスペースを確保する。 

３ 委員会室 

（１）１０人程度の委員席、４人程度の事務局（モニターや放送等設備含め）等、 

１５人程度の説明者席、１５人程度の傍聴席について車いす対応も可能な余裕

を持ったスペースが必要。 
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４ 諸室・セキュリティ 

（１）セキュリティゲートを設け、許可のある人以外は議員執務スペースには入れな

いようにする。ゲートの前に事務室を置くが常に監視することは不可能なため、

カード等による入退室管理を検討する。 

（２）文書や物品の収納及び作業等（レスパイト含め）のスペースを事務室に隣接し

て設置する。（現在の議会図書室の広さを想定） 

（３）事務室においては議員登庁ランプのほか、セキュリティエリアの管理（入退管

理や防犯カメラ等）や議場映像・音声の配信等について操作できるようにする。 

（４）事務室近辺に事務局及び議員用の給湯スペース及び配膳スペースが必要。また

事務局内にも簡単な給茶ができる場所があるとよい。 

（５）トイレについて、歯磨き等の一定のスペースの確保及び温水洗浄便座の設置を

検討する。 

（６）セキュリティエリア内に余裕をもって１０人程度の会議が行える会議室を、エ

リア外に４名程度の相談室を２室設置する。 

５ ユニバーサルデザイン 

（１）モニターの文字表示、遠隔手話通訳同時配信をモニター上で行うなどの工夫が

できるようにするとともに、手話通訳者も活動できるスペースを確保する。 

６ ＤＸ 

（１）議場には大型モニター２か所と議員、職員全員にマイクを設置するなどを前提

とするが、これも極力可動式とし、また性能等についても設計段階で協議する。 

（２）議員の議会フロアへの入退室管理と一体化したシステムにおいて、職員ＰＣ等

で議員の登庁の状況を把握できるようにする。 

（３）現在、YouTube で配信しているが、YouTube が使えなくなる可能性があるため、

配信可能なシステムの導入を想定することが必要。 

７ 備品計画 

（１）ＤＸに関する設備、ユニバーサルデザイン、フレキシブルに使用できる備品な

ど、備品計画検討時に議会の分も検討する。 

（２）議会エリア諸室の机、椅子、各議員等のマイク、モニター等については部屋の

自由度を担保するため極力可動式とする。椅子については、長時間の使用が前

提となるため、機能性の高いものが必要。 




